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リファレンス・レビュー研究動向編
【Reference Review 62-4 号の研究動向・全分野から】
マイナス金利の是非について
総合政策学部教授　朴勝俊



























































【Reference Review 62-5 号の研究動向・全分野から】
中小企業の海外市場開拓
経済学部教授　小林　伸生
　産業活動のグローバル化が進展する中で、製造業においても 1990年代以後、大企業を中心に生産機能
の海外移転が活発化した。それに伴い、国内への企業立地、とりわけ従来コスト優位性を利点として立地
の受け皿となっていた地方圏における新規立地が減少し、いわゆる「産業空洞化」の問題が顕在化するよ
うになった。
　このことは、大企業との取引関係を重要な存立基盤としていた中小製造業にも多大な影響を及ぼしてき
た。従業者規模別に見た付加価値創出力の近年の低下幅は、小規模事業所ほど大きくなっている。2008年
～ 2014年の粗付加価値額の減少割合を工業統計表に基づいてみると、製造業事業者全体では－10.4％であ
るのに対して、従業者数４～ 9名の事業所では－30.8％に達する（図参照）。グローバル化の影響は、環境
変化に対応して海外展開を行う中堅・大企業以上に、中小企業の事業環境の悪化となって顕著に表れてい
る。
　こうした状況を受け、産業政策においても近年、中小企業の海外進出を積極的に後押しする動きが本格
化してきた。例えば国際協力機構（JICA）では、2012年から中小企業の海外展開支援を行っている。その
中では海外事業に必要な情報収集・事業計画の策定などを行う基礎調査への支援、中小企業の製品・技術
などを途上国開発に活用する可能性を検討する案件化調査、さらには現地適合性を高めるための実証・普
